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地質学的手法による火山活動予測研究における産総研の役割 

 

富樫茂子 (地質情報研究部門) 

１．はじめに 

火山活動予測の現状をみるならば，伊豆大島でも三宅島の場合でも明らかなように，避

難の判断以上に避難解除の判断が難しい．火山活動の予測は，観測結果と過去の噴火の履

歴とを照らし合わせて，地下のマグマがどのような状態であるかをモデル化することによ

って可能になる．中長期活動の推移予測をより確実に行うためには，それぞれの火山の個

性や多様性とともにマグマの挙動の一般則を明らかにしなければならず，解決すべきこと

は山積している．

本講演では火山噴火災害軽減への貢献を目指し，産業技術総合研究所 (以下，産総研) が

地質学的手法により取り組んできた火山活動予測に関する研究と今後の計画の概要を示す．

２．国における産総研火山研究の位置づけ 

産総研では，火山噴火災害軽減への貢献を目指し，国の火山予知計画を分担し，各機関

との密接な連携の元に研究を行っている (図１)．産総研は，特に地質学手法による研究 (火

山活動史，火山地質図・火山ガス・山体変動・火山活動の長期予測) の研究を実施してい

る．また，火山地質図及び火山のデータベースについては，国の知的基盤計画の中でも目

標が明記されている．

図１．国の火山噴火予知計画と産総研

３．産総研における火山研究の概要 

産総研の地質分野の６つの研究戦略の中では，「地質現象の将来予測と評価技術の開発

により，安全・安心な社会の構築に資する」戦略目標を実現するために「火山災害軽減の

ための地質現象のモデル化と科学的予測」することを，戦略課題として位置づけている．

2009 年度までの産総研中期計画では「火山噴火予知及び火山防災に役立つ火山情報を

提供するため，活動的火山を対象として噴煙，放熱量等の観測及び地質調査を実施し，火
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山の噴火活動履歴及び噴火メカニズムを解明する．」こととしている．

研究実施体制としては，地質情報研究部門の中に火山に関連する 5 グループ 30 名の研

究者が，産総研内外の研究組織との強い連携のもとに研究を実施している．

産総研の火山研究の 2015 年までのロードマップは以下のとおりである (図２)．

図２．産総研の火山研究のロードマップ

研究の成果は研究論文のみならず，「火山地質図」「5 万分の 1 地質図」「火山データベー

ス」として印刷媒体や電子媒体で計画的に作成し，公表している．火山地質図は 1981 年

以降これまでに桜島，有珠，伊豆大島など 14 火山について作成済みであり，有珠につい

ては 2000 年噴火を踏まえて改訂した．2007 年現在では 3 火山について調査継続中であ

り，５万分の１地質図幅とあわせ，噴火履歴情報の整備を行っている．火山データベース

は，第四紀火山を網羅した「日本の第四紀火山」と活火山に限定した「活火山データベー

ス」を連携させながら高度化を図っている (図 3, 4)．

さらに，火山に関する地質学，地球物理学及び地球化学的知見の総合的モデルの構築を

図るため，活火山の噴煙，放熱量及び地殻変動などの観測研究，地質調査及び室内実験を

実施し，それらによって得られた情報に基づき噴火脱ガス機構，マグマ供給系及び流体流

動のプロセスを明らかにしている．また，これまでに開発した微小領域分析技術等を火山

地域で得られた地質試料分析に適用し，マグマ－熱水系における元素挙動を解明している．

また，三宅島での火山ガス観測などを実施し火山活動の把握にも努めている．噴火など

に際しては緊急調査を実施し，火山灰分布調査や噴出物の緊急分析の結果を火山噴火予知

連絡会などに報告し，火山活動推移の予測に資する情報を提供してきた (図５)．
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図３．火山履歴情報の整備

図４．産総研の火山データベース
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図５．火山ガス放出に関する推移予測手法の開発

４．今後の取り組み 

現在，国の地震及び火山噴火予知に関する 2009 年度からの計画が検討されている．こ

の次期計画では，地震と火山研究との連携を強化して基礎研究の推進し，これによって得

られるモデルや噴火シナリオと，モニタリングによって得られた結果を統合し，火山活動

の定量的評価を行う予測システムの構築に重点が置かれる予定である．

噴火準備過程については，マグマ供給系を含む地下の構造と時間変化の把握により，マ

グマの上昇・蓄積過程を解明するとともに，噴火履歴の高精度解読とマグマ発達過程の把

握により，中長期噴火予測の高度化が求められている．産総研は，地質学に関するポテン

シャルを活かし，活動的で社会的な影響の大きい重要火山の活動履歴に関する系統的かつ

詳細な研究を促進する．さらに，最重要火山については活動の再評価や定量化を進める．

火山活動の長期的な予測の基礎として，第四紀火山についても，データベースの内容を充

実させる．また，将来にわたる火山・火成活動の長期変動が地層処分システムに与える影

響を評価するために必要な地質学的知見を整備し，安全性を確保するための技術情報を取

りまとめ公表する予定である．
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図６．伊豆大島火山の噴火シナリオの高度化

噴火過程に関しては，脱ガスや爆発過程のモデル作成，噴火の推移や多様性の把握や噴

火シナリオ作成に関しても，地質学的な視点から大きく貢献したい．特に次の噴火に備え

て準備が必要とされている伊豆大島火山については，現状の噴火シナリオの予測精度を高

めるために，不明な点の多いカルデラ形成期及び直後の活動に関する地質学的な研究を進

める予定である (図６)．その際には，これまでの雲仙火山や富士山の研究においてその有

効性が明らかになったトレンチやボーリングの手法を活用する．また，マグマの状態把握

のための熱水系の観測及びシミュレーションにも取り組む．

さらに，他の最重要火山についても，大学や国の各機関，自治体，地質関連企業などと

の密接な連携のもとに国の研究計画を推進し，火山活動予測の精度を向上させ，火山災害

の軽減に貢献したい．
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